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大学等におけるアイヌの人々の遺骨の保管状況の再調査結果 

 

 

平成２９年４月 

文部科学省 

 

 

１．調査の目的 

   平成２６年１月に取りまとめた前回調査以降、保管している遺骨数が増

減している大学があること、また前回調査時に学内の周知・調査が徹底さ

れていなかった大学があったこと等が判明したため、前回調査で遺骨を保

管していないと回答した大学等を含む全大学等に対し、改めて確認調査を

実施した。 

 

 

２．調査の時期 

   平成２８年８月に調査票を各大学等に発出し、平成２８年１０月３１日

を回答期限として、平成２８年現在の保管状況を調査した。 

 

 

３．調査の対象 

 全国公私立大学、全公私立短期大学、全大学共同利用機関法人 

 

 

４．遺骨を保管している大学の数と遺骨の数 

・遺骨を保管している大学の数は１２大学である。 

  （北海道大学、東北大学、東京大学、新潟大学、京都大学、大阪大学、 

札幌医科大学、大阪市立大学、南山大学、天理大学、岡山理科大学、 

東京医科歯科大学） 

 

・個体ごとに特定できた遺骨は１，６７６体である。 

うち、個人が特定できる遺骨は３８体である。 

 

・個体ごとに特定できなかった遺骨が３８２箱に納められている。 

（注）箱の大きさは大学により異なる。 
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大学名 

個体ごとに特定できた遺骨 
個体ごとに特定 

できなかった遺骨  
うち、個人が特定 

できる遺骨 

北海道大学 １，０１５体 ３４体 ３６７箱 

東北大学 ２０体  １箱 

東京大学 ２０１体  ６箱 

新潟大学 １６体  ２箱 

京都大学 ８７体   

大阪大学 ３２体  １箱 

札幌医科大学 ２９４体 ４体  

大阪市立大学 １体   

南山大学 １体   

天理大学   ５箱 

岡山理科大学 １体   

東京医科歯科

大学 
８体   

計 １２大学 計 １,６７６体 計 ３８体 計 ３８２箱 

 

 

 

５．個体ごとに特定できた１，６７６体について 

（１）大学が保管に至った時期・経緯 

①時期 

戦前においては、１８７８年から１９４４年までの期間に９００体（約

５４％）が収集され、戦後においては、１９５０年から２０１４年まで

の期間に６５４体（約３９％）が収集された。また、大学が保管に至っ

た時期が不明の遺骨が１２２体（約７％）ある。 

 

②経緯 

「研究のための収集」による遺骨が９６１体（約５７％）あり、「（地

方公共団体や個人等の）他者からの寄託」による遺骨が４３８体（約 

２６％）、「地方公共団体からの依頼による調査」による遺骨が２１３体
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（約１３％）、その他の場合が２体ある。また、大学が保管に至った経

緯が不明の遺骨が６２体（約４％）ある。 

 

（２）発掘・発見された時期・経緯等 

①時期 

戦前においては、８９８体（約５４％）が発掘・発見され、戦後にお

いては、６０１体（約３６％）が発掘・発見された。また、発掘・発見

された時期が不明の遺骨が１７７体（約１１％）ある。 

（注）１９８０年以降に発掘・発見された遺骨は、遺跡の発掘や工事中の発見に

よる。 

 

②経緯 

    発掘された遺骨が９９０体（約６０％）、墓地改葬に伴う遺骨が２１９

体（約１３％）、工事や地質調査等の際に発見された遺骨が１１７体（約

７％）、その他の場合が３７体（約２％）ある。また、発掘・発見された

経緯が不明の遺骨は３１３体（約１９％）ある。 

 

  ③発掘・発見主体 

大学の研究者が発掘・発見した遺骨が８５４体（約５１％）、地方公

共団体が発掘・発見した遺骨が３８１体（約２３％）、個人等、地方公

共団体以外の者が発掘・発見した遺骨が９１体（約５％）、発掘・発見

した主体が不明の遺骨が３５０体（約２１％）ある。 

 

④発掘・発見された場所 

      北海道が１,４７２体（約８８％）であり、樺太（サハリン）が 

１３８体（約８％）、千島列島が４８体（約３％）、発掘・発見された場

所が不明の遺骨が１８体（約１％）である。 

 

（３）大学に保管されている遺骨の状況 

①遺骨の部位 

        頭骨が８２８体（約４９％）、全身骨が７３４体（約４４％）、四肢骨

等が５８体（約４％）、その他（歯など）が５６体（約３％）である。 

 

②遺骨の帰属年代 

      １８６８年以降の遺骨が２１６体（約１３％）あり、１８６７年以前

の遺骨が２５９体（約１６％）ある。また、１６０３年頃から１８６７

年頃の遺骨が１５１体（約９％）ある。帰属年代が不明の遺骨が１，０

５０体（約６３％）ある。 

 

③遺骨の性別 

     男性の遺骨が３４２体（約２０％）であり、女性の遺骨が２６２体（約

１６％）である。性別が不明の遺骨が１，０７２体（約６４％）ある。 
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④遺骨の推定年齢 

    成人の遺骨が１，４１３体（約８４％）あり、子どもの遺骨が２０６

体（約１２％）ある。不明の遺骨が５７体（約３％）ある。 

 

⑤遺骨の文化財への認定の有無 

       地方公共団体により文化財に認定された出土品である遺骨が１２３

体（約７％）ある。 

 

（文化財に認定した地方公共団体） 

       北海道教育委員会及び北海道内の１市 

 

⑥副葬品の有無 

       副葬品があることが確認できた遺骨は６８５体（約４１％）である。

そのうち、１４体に伴う副葬品は，地方公共団体により文化財に認定さ

れた出土品である。 

 

     （文化財に認定した地方公共団体） 

北海道内の２市町 

 

   （注）以上に加え、特定の遺骨との対応が明確ではない副葬品がある旨の回答が

あった。なお、これらの副葬品には、地方公共団体により文化財に認定され

た出土品はない。 

 

⑦保管部局 

     保管部局が医学系の学部・研究科である遺骨が１，３３１体（約 

７９％）、大学博物館である遺骨が２９３体（約１８％）ある。また、そ

の他の保管部局である遺骨が５２体（約３％）ある。 

 

⑧保管場所 

医学系の学部・研究科で保管されている遺骨が１，３４２体（約８０％）

あり、大学博物館で保管されている遺骨が３０１体（約１８％）ある。

また、その他の施設で保管されている遺骨が３３体（約２％）ある。 

 

    ⑨保管方法 

木製の箱に保管されている遺骨が１，５７６体（約９４％）あり、プ

ラスチック製の箱に保管されている遺骨が８７体（約５％）、紙製の箱

に保管されている遺骨が５体、その他が８体ある。 

（注）箱の大きさは大学により異なる。 
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６．個体ごとに特定できなかった３８２箱について 

（１）大学が保管に至った時期・経緯 

①時期 

戦前においては、１８８８年から１９３８年までの期間に１０５箱

（約２８％）が収集され、戦後においては、１９４９年から１９７３ま

での期間に４１箱（約１１％）が収集された。また、大学が保管に至っ

た時期が不明の２３６箱（約６２％）がある。 

 

②経緯 

「研究のための収集」による遺骨が１０８箱（約２８％）、「地方公共

団体からの依頼による調査」による遺骨が３３箱（約９％）、「（地方公

共団体や個人等の）他者からの寄託」による遺骨が３箱（約１％）、収

集した民族文化資料の中に含まれて収蔵された遺骨が５箱（約１％）、

大学が保管に至った経緯が不明の遺骨が２３３箱（約６１）ある。 

 

（２）発掘・発見された時期・経緯等 

①時期 

戦前において発掘・発見された遺骨が９９箱（約２６％）あり、戦後

において発掘・発見された遺骨が３７箱（約１０％）ある。また、発掘・

発見された時期が不明の遺骨が２４６箱（約６４％）ある。 

 

②経緯 

     発掘された遺骨が１００箱（約２６％）あり、墓地改葬に伴う遺骨が

３３箱（約９％）ある。土地や地質調査等の際に発見された遺骨が１箱、

発掘・発見された経緯が不明の遺骨が２４８箱（約６５％）ある。 

 

③発掘・発見主体 

大学の研究者が発掘・発見した遺骨が１０３箱（約２７％）、地方公

共団体が発掘・発見した遺骨が３１箱（約８％）、地方公共団体以外の

者が発掘・発見した遺骨が３箱（約１％）、発掘・発見した主体が不明

の遺骨が２４５箱（約６４％）ある。 

 

④発掘・発見された場所 

       北海道が２７９箱（約７３％）であり、樺太（サハリン）が１０箱（約

３％）、千島列島が１７箱（約５％）、発掘・発見された場所が不明の遺

骨が７６箱（約２０％）である。 

 

（３）大学に保管されている遺骨の状況 

①遺骨の部位 

       全身骨が２０８箱（約５５％）、四肢骨等が１７箱（約５％）、頭骨が

９箱（約２％）、その他（歯など）が１４８箱（約３９％）である。 
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②遺骨の帰属年代 

１９１２年以前の遺骨が３箱（約１％）、１８８８年から１９２４年

までの遺骨が９箱（約２％）ある。帰属年代が不明の遺骨が３７０箱

（約９７％）ある。 

 

③遺骨の文化財への認定の有無 

    地方公共団体により文化財に認定された出土品である遺骨が２箱ある。 

 

     （文化財に認定した地方公共団体） 

北海道内の１市 

 

④副葬品の有無 

    副葬品があることが確認できた遺骨が２６１箱に納められている。 

地方公共団体により文化財に認定された出土品である副葬品はない。 

 

（注）以上に加え、遺骨が納められた特定の箱との対応が明確ではない副葬品が

ある旨の回答があった。なお、これらの副葬品には、地方公共団体により文

化財に認定された出土品はない。 

 

⑤保管部局 

    保管部局が医学系の学部・研究科である遺骨が３６７箱（約９６％）、

大学博物館である遺骨が１３箱（約３％）ある。また、その他の保管部

局である遺骨が２箱（約１％）ある。 

 

⑥保管場所 

医学系の学部・研究科で保管されている遺骨が３６８箱（約９６％）

あり、大学博物館で保管されている遺骨が１３箱（約３％）ある。また、

その他の施設で保管されている遺骨が１箱ある。 

 

   ⑦保管方法 

       木製の箱に保管されている遺骨が３８０箱（約９９％）あり、紙製の箱

に保管されている遺骨が２箱（約１％）ある。 

（注）箱の大きさは大学により異なる。 

 



 

大学等におけるアイヌの人々の遺骨の保管状況の再調査結果 増減表 

 

前回調査（Ｈ２６．１取りまとめ）       今回調査（Ｈ２９．４取りまとめ） 

 

※ 個体特定：同一人物のご遺骨として特定されたもの[体] 

  特定遺骨：個体特定遺骨のうち個人（身元）が特定されたご遺骨[体] 

個体特定不可：個体特定ができていないご遺骨[箱] 

 

※下線は今般の再調査によって変動のあった箇所 

 

 個体特定 

（体） 

特定不可 

（箱） 

 

 

 個体特定 

（体） 

特定不可 

（箱） 

増減 増減理由 

北海道大学 1,027 体 

 

【特定遺骨】 

19 体 

484 箱  北海道大学 1,015 体 

 

【特定遺骨】 

34 体 

367 箱 ▲12 体 

▲117 箱 

【特定遺骨】 

15 体 

訴訟和解による返還 

自治体への移管 

個体特定作業の実施 

新たな資料に基づく個人特定 

東北大学 20 体 1 箱  東北大学 20 体 1 箱  増減なし 

東京大学 198 体 6 箱  東京大学 201 体 6 箱 3 体 前回調査時の記入漏れ等 

新潟大学  17 箱  新潟大学 16 体 2 箱 16 体 

▲15 箱 

発掘調査報告との突合による個体特定 

（遺骨総数の増減なし） 

京都大学 94 体   京都大学 87 体  ▲7 体 古人骨の除外、記録に基づく再整理 

大阪大学 39 体 2 箱  大阪大学 32 体 1 箱 ▲7 体 

▲1 箱 

古人骨の除外 

札幌医科大学 251 体 

【特定遺骨】 

4 体 

  札幌医科大学 294 体 

【特定遺骨】 

4 体 

 43 体 自治体からの寄託 

記録に基づく再整理 

古人骨及び和人遺骨の除外 

大阪市立大学 1 体   大阪市立大学 1 体   増減なし 

金沢医科大学 4 体   金沢医科大学 0 体  ▲4 体 入手経緯精査により調査対象外と判明 

（非アイヌ、法令に基づく交付） 

南山大学 1 体   南山大学 1 体   増減なし 

天理大学  5 箱  天理大学  5 箱  増減なし 

岡山理科大学 1 体   岡山理科大学 1 体   増減なし 

    東京医科 

歯科大学 

8 体  8 体 学内再調査より判明 

計 12 大学 計 1,636 体 計 515 箱 
 

計 12 大学 計 1,676 体 計 382 箱 
計 40 体増 

計 133 箱減 

 


